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経済文化交流部②

②
課
題
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項
等

①昨年の実証運行は無料で運行した
関係で好評であったが、利用者アン
ケートでは運賃を支払っても使用した
いとの回答が得られたが実際の運行
は慎重を進める必要がある。
②築２０年を経過する施設がほとん
どであり、老朽化が進行している。そ
の年の自然災害状況にも左右されや
すいので常に施設の状況を把握して
おく必要がある。

②
課
題
・
特
記
事
項
等

五家荘観光の振興
による地域経済の
活性化

①
具
体
的
目
標

①絆の里づくり事業で取り組んだ
パークアンドライド方式の導入する。
②老朽化した観光施設の計画的な改
修を進める

①秋の紅葉祭までにイベント時の運行を重ね、
移送システムを構築し観光入込数の増加を目
指します。（６月お茶まつり～）
②適正な施設管理に務め、拐取計画は施設の
状況を確認しながら逐次見直しを行う。（第三
四半期）
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題

、
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項
等

専任の事務局長の確保が難しい状
況であり、支援員の負担が大きい。
市民との協働の意味合いからはより
積極的に関わる必要がある。
泉まちづくりビジョンは熊本県の事業
として取組んだ泉絆の里づくり事業で
策定された泉まちづくり計画書をベー
スにしており、地域住民の意向を濃く
反映させている。今後広く周知を図り
ながら改善すべき事項は的確に見直
し実現性の高い計画にする。
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泉
支
所
①

①
具
体
的
目
標

活動拠点の選定と事務局体制の強
化を図りながら協議会の安定的な運
営を目指します。

・事務局の運営体制の強化を目指します。（第
二四半期）
・泉まちづくり協議会が三地域部会体制の関係
でそれぞれに支援職員を選定して運営の補助
を行う。（第一四半期）
・絆の里づくり事業で培った基礎を活かした独
自システムの構築を目指します。（第四四半
期）

支所
重点
事業
番号

泉まちづくり協議
会の自立促進

市民環境部②

平成２７年度　目標管理シート　（支所別組織目標）

支所名 支所長名

組織目標 地域住民の利便性の向上や生きがいづくりを推進しながら、住民が住みやすさを実感できる地域を目指します。

支所重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番号



支所
重点
事業
番号

支所重点事業 ①具体的目標（当該年度で、何を（どのよう
な現状を）どのような状態にするのか）

②課題、特記事項等

具体的目標を達成するための
具体的な方法、手段、スケジュール等

・上半期（４月～９月）における進捗状況（活動
　実績等）
・下半期（１０月～３月）に向けた課題等

中
間
進
捗
度

・目標達成のために行った取組（活動実績等）
・その取組による効果(達成できなかった事由
  、理由等)

達
成
度

①具体的目標（次年度において、どのよう
　な現状をどのような状態にしたいのか）

②課題、特記事項等

今年度取り組む重点施策とその具体的目標等

変更内容

中間レビュー　（10月1日時点） 目標の達成状況（3月末時点見込） 次年度に向けて（引継ぎ事項）

関連重点施策番号

企画振興部③

市民環境部④

災害に強いまちづ
くり

①
具
体
的
目
標

泉
支
所
⑤

①
具
体
的
目
標

①自主防災組織の組織化を推進しま
す。
②消防団の機能強化、団員の確保を
目指します。

①単位集落に限らず、複数集落との連携を視
野にまちづくり協議会と協働で組織化を推進す
る。（第二四半期）
②消防団の機能強化と団員の確保については
方面隊を上げて取り組み団員の確保を目指
す。（第四四半期）
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、
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項
等

①これまでの集落単位での組織化に
は限界があり、集落の半数が限界集
落であり地域コミュニティの存続が危
ぶまれる。
②各分団にとって団員の確保は喫緊
の課題である。高齢化の進行や若年
層の流出といった社会的要因以外に
も、雇用企業の協力等が必要であ
る。
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②
課
題

、
特
記
事
項
等

地域住民の意識に水道利用料金支
払いへの抵抗感がある。しかしなが
ら高齢化の進展により施設維持への
負担が大きくのしかかってきており、
生活排水施設整備への取組も遅れ
ている。
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①
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①簡易水道施設の整備促進を目指
します。
②生活排水設備の普及を目指しま
す。

①簡易水道係との連携で対象簡水組合住民
への説明会を開催し、年次計画を策定する。
（第四四半期）
②生活排水については生活基盤の改善と合わ
せ、水環境の保全に対する原流域の住民とし
ての責務についても説明し、理解を求め普及を
図る。（第四四半期）
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住民の生活基盤の
向上
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、
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地域の高齢化が著しく進行し現在の
運転可能者の先細りが十分に予測さ
れる状況がある。
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①
具
体
的
目
標五家荘公共交通シ

ステムの構築泉
支
所
③

①
具
体
的
目
標

五家荘の地域性に即した地域公共シ
ステムの導入を目指して検討を進め
る。

・平成２６年度から試行した椎原診療所患者輸
送車を活用した住民移送システムについて地
域住民へ周知を図り利用率の向上させる。（第
一四半期）
・五家荘地域の実情に副った公共交通システ
ムの導入に向けて具体的な検討に入る。（第
四四半期）


